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昨年、後期高齢者になり、いろいろ考えることがあり

ます。自分の失敗に気が付かなかったらどうなるだろ

うか。人に迷惑をかけても気が付かなかったらどうし

よう。そうなったら当然、自分の行為の結果を反省する

ことができなくなると思います。他人に迷惑かけるの

ではないか悩むこともあります。お陰様で今はこのよ

うな心配をしなくてもよさそうですが、これからはど

うなるのか。自分の失敗を認めてくれる人、注意してく

れる人がきっと出てくれることを信じていますが、こ

れから先は自分ではわからない世界であります。否定

的なことばかりではなく、絶対に良いこともあること

信じていきたいと思います。 

 人生を振り返ってみると数えきれないくらいの失敗

を重ねてきました。小学生や中学生の頃は、失敗が怖く

て授業中手を上げることができませんでした。音楽の

時間でも大きな声を出すことが出来なくて劣等感を持

っていました。そのことがいまだに影響していてカラ

オケが苦手です。運動会も足が遅かったので、運動会当

日の朝は気が重かったことを覚えています。ワクワク

ドキドキする経験はありませんでした。高校受験も行

きたい高校には行けず、滑り止めの学校に行きました。

高校入学後すぐに友ができ、担任の先生との相性が良

かったのか学校には早くなじんで積極的に活動できる

ようになってきました。失敗を繰り返しながら、その度

に色々な経験を乗り越えて、色々な人の出会いがあり、

失敗を乗り越えてきたように思えます。この歳になっ

ても、失敗を恐れて自分から積極的に前に出られない

時があります。そんな時、信頼できる仲間や家族の一言

で少し前に踏み出す勇気をもらえることがあります。

どうしても若いころは内向的な性格もあって失敗する

ことを恐れていました。 

失敗を数多く経験してきましたが、そのことで逆に

良い結果をもたらすことがあります。人生は失敗の繰

り返しで、そのつど失敗を反省して訂正しながらこの

歳まで歩んできたように思えます。失敗することは挑

戦した結果だそうです。失敗しないように生活するの

も人生、新しいことに挑戦しながらも失敗を繰り返す

人生、いろいろな生き方があります。いままでを振り返

ってみるとたくさんの失敗を積み重ねてきましたが、

少しの幸せ感を持って生活しています。 

「失敗」 

社会福祉法人えどがわ 

理事長 田澤 茂 

（東一の江こども園理事長） 

「おひさま保育園交流運動会」 
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まぶしい太陽が少し雲に隠れ、気持ちの良い風が吹いていた 5月 23日全おひさま保育園 23園の 5歳児クラス

の子ども達が鹿骨スポーツ広場に集まり、おひさま保育園交流運動会を開催しました。10台の大型バスやマイクロ

バスに乗り 539名の子ども達と、応援に来てくれた 538名の保護者が集まる景色はとても圧巻でした。 

 昨年度から今年のおひさま交流運動会に向けて、6つの地域に分かれ『ひまひまぶー』『スマイル』『ヘラクレスオ

オカブト』『まつり５』『ポニー』『ポテトチップス』と子ども達とチーム名を付けて、近隣のおひさま保育園や公園

等で遊んだり、インターネットを使い交流をしました。そのこともあり当日、会場でいつもと違う雰囲気に緊張して

いた子も、遊んできた同じチームのお友だちを見つけて笑顔になる姿があり、自園だけでなく他のおひさま保育園に

も友だちの輪が広がっているように実感しました。競技は、子ども達が大好きなエビカニクスの歌で行うダンシング

玉入れ、ビューティフルネームの曲に合わせてのパラバルーン、午後のお楽しみでは、じゃんけん列車と大玉送りを

行い、笑顔や真剣な表情を見せてくれました。また、チームのお友だちが頑張れるよう大きな声で応援をしたり、一

緒に曲に合わせて踊ったりと、楽しさを共有する子ども達の姿がたくさんあり、おひさま保育園 23園の子ども達の

元気と友だちを想う優しい気持ちが一人一人育っていると感じる事ができました。 

子ども達にとって、おひさま保育園交流運動会を通じて、コロナ感染症が流行し人と関わる事を避けていた時にこ

のような経験することが出来なかった、１人も楽しいけれど、たくさんの人や仲間と一緒に挑戦すると嬉しさや楽し

さが何倍にも感じられる 1日になったのではないでしょうか。  小松川おひさま保育園 副園長 飯塚 玲子 

おひさま保育園交流運動会 
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今年度よりおひさま保育園 23園の 4,5歳児に体操服の無

償貸与を行いました。これは、おひさま保育園の子どもらし

く一体感を持つことを目的として、各園で行う体育あそびや

行事等で着用していきます。 

先般のおひさま保育園交流運動会では、539名の子ども達

が体操服を着て参加しました。白と紺が緑の芝生に映え、と

ても爽やかでした。 

体操服を着用している 4・5歳児はもちろん、小さなクラ

スの子どもたちが体操服に憧れを持つ。そんなわくわくする

アイテムの 1つになれば嬉しく思います。 

 

 

 

 

小さい頃「大きくなっ

たら何になりたい」とよ

く聞かれました。あまり

考えていなかった私は、

何か答えないと、と悩ん

でいた時、毎日会う保育

園の先生の顔が浮かん

できました。初めて社会

に出て出会う大人が保

育園の先生でした。「保育園の先生になりたい」その時

から私の夢はスタートしました。 

子どもの頃の私はかなりの臆病で暗いところはダメ、

トイレもついてきて欲しい、寝るのも母の隣でないと

眠れない子でした。よく怖い夢をみては母を起こす私。

その都度私の手をいつも握ってくれた母。その大きく

て優しい母の掌は、怖くて震えていた私の心と体をス

ッと温かくしてくれ、安心して眠りにつくことができ

ました。「ママの手は魔法の手」昔 CMで流れていまし

たが「母の手は偉大な手」です。そんな怖がりの私が大

人になり保育士になった時、母のような手を持つ保育

士になりたいと思い、それから30年以上が経ちます。

温かい手で子ども達を抱きしめ、触れ、たくさん遊び、

優しく安心できる人でいられてるかと自分に問いかけ

ながら日々を過ごしています。 

法人の保育士になり 15 年。4 月より新田おひさま

保育園の園長という重責の立場を担うことになり、身

の締まる思いですが、どんな立場になっても子ども達

の笑顔のため、いつまでも温かな手を持つ人でありた

いと思っています。どうぞよろしくお願いします。 

新田おひさま保育園園長 吉野 久美子 

 

 

 

 

法人・各園のホームぺージをリニューアルしました。オレンジ・ブルー・ 

グリーンのおひさまカラーを基調とした優しい雰囲気になりました。リニューアル 

後のホームページもこれまで同様、楽しんでいただければと思います。 

 

おひさま保育園体操服 

園長就任挨拶 

ホームページをリニューアルしました 

法人 HP 
QRコード 
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令和 5年度決算報告 
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西小岩おひさま保育園に異動し、3か月が経ち、沢山の元気

な子どもたちにパワーをもらい日々過ごしています。西小岩

おひさま保育園の食育についてお伝えしたいと思います。 

1つ目は「わかめを観察してみよう」です。乾燥したわかめ

に触れたり、ポリ袋に入れて水を入れるとどうなるのかな？

という観察をしました。まず乾燥わかめの硬さにびっくり。そ

して少しだったわかめがどんどん増えていく様子に興味津々

の子どもたち。「わー、すごい」「どんどん増えて魔法みたいだ

ね」と大興奮でした。日頃食べている食材を間近で見て知る、

とても貴重な経験でした。2つ目は、4歳児が行っている日々

の献立確認です。そこから少し興味を広げ、献立に書いてある

「血や熱を作る食材」「熱や力となる食材」「体の調子を良くする食材」を職員お手製のボードを使って子どもたち

と一緒に確認し、給食の食材について興味を持てる工夫をしています。このような日々の保育の中で、子どもたち

が食事を頂くことの楽しさや大切さ又、食材を大切にする気持ち、そして食育活動を通して、法人の保育目標、「あ

りがとうのこころ」「かんじるこころ」に繋がっていければと思っています。今日も「いただきます」という元気な

声が聞こえてきます。 

西小岩おひさま保育園 副園長 吉田 真由美 

 

 

 

 

 

 

今年は天候の影響か野菜の価格高騰が続いていましたが、ここ最近は、落ち着いてきたように感じます。これから

季節、みずみずしい野菜をたくさん食べましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【材 料】 

大人 2人分 小人 2人分 

・液体塩こうじ：大さじ 2 

・ごま油：大さじ 2 

・酢：大さじ 2 

・砂糖：小さじ 2 

・すりごま：大さじ 2 

給食室の人気メニュー

夏野菜をモリモリ食べられる塩こうじドレッシング 

法人給食だより 

【作り方】 

①ボールに調味料をすべて入れて 

よく混ぜ合わせます。  

 

お好きな野菜でサラダを作ってください。キャベツ・きゅうり・人参にツナ缶

やハムなどを入れてもOK！残った【液体塩こうじ】は、鶏肉や豚肉の下味にす

るとお肉が柔らかくなり、ほんのり塩味がつきます。他はお好みの調味料を足

して調理してください。 

 

「子どもたちの前で献立の話をする職員」 
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毎朝恒例、友人が主催

する zoom の体操に参

加しています。私はオー

プニングと称して、ラジ

オ体操の歌のように詩

を読み歌います。好きな

谷川俊太郎さんの詩や

角野栄子さんのなぞな

ぞ、それに関連した童謡

や季節の歌です。画面に向かい歌い話す事は照れます

が、参加している友達も手作りの人形を手にして、覚

えたての手遊び・わらべうたを歌う等トライし、笑い

合える仲間なので安心です。歌の後は、いよいよ本番

の体操。寝転がる猫の動きから金魚のように筋肉を緩

め、ワニの様に手足をストレッチ、立ち上がり蹲踞で

股関節を広げ徐々に全身を動かし、最後は伸びてアメ

ンボのポーズなど 10 分近く動きます。これは人間の

成長段階を模したプログラムでもあります。足をクロ

スするだけでも、色々な所が伸び気持ち良くなります。

これで一日がスタート。元気な義母、長女、次女夫婦と

かわいい孫、そして私達夫婦の７人の家族での生活と、

園児や職員と過ごす保育園の生活は、こうした朝の

zoom のように毎日笑いあり失敗ありです。でもこの

日常が大好きで、ディズニーの歌の通り「何でもない

日おめでとう！」なのです。還暦を目前にこの日常を

感謝しながら健康に過ごしたいと思っています。 

葛西第二おひさま保育園園長 杉本 奈緒美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に 

保護者のみなさまの声 

夫婦共にフルタイム勤務のため、朝も夕方も合同保育の時間からお願いしています。こんなに長い時間ごめんねの気持

ちでいっぱいですが、そのおかげで、ほとんどの先生と関わることができ、いつ行っても子どものことを知っている先

生がいて、とても安心できます。そんな環境もあり、子どもたちは毎日楽しく通っています。色々な保育活動をして頂

いていますが、中でも我が家では砂遊びやお絵かき、粘土など準備と片付けが大変な遊びは保育園限定のスペシャルな

遊びと教えています。先生たちは、いつも「お洋服を汚してしまってごめんなさい」と言ってくださいますが、「楽し

かった！」という子どもの笑顔でごめんねの気持ちも明日からも仕事頑張ろうに変わり、洗濯も頑張れます。これから

も沢山の「楽しい」をよろしくお願いします。 

葛西おひさま保育園より 

リレー随筆 

法人誌発行から 40号となりました。みなさまのおかげで続けてくることができました。 

これからも法人の「今」を伝えていけるよう努力していきます。 

姉弟共に 1 歳児からお世話になっています。特に第一子の時は、初めての保育園、コロナによる生活様式の変化、仕

事復帰など不安でいっぱいでした。そんな中、先生方のどんなことでも親身になり、子どもの成長を一緒に喜んでくだ

さる姿が心強く、ずっと支えて頂いています。そして、子ども同士の関わり合いを尊重し、喧嘩をしても根気強く話を

聞いて仲直りまで導いてくださるなど、社会性を育むサポートがとても有難いです。行事の開催にもご尽力いただき、

楽しそうに取り組む子どもたちの姿に毎回感動しています。子どもも先生方やお友達が大好きで、保育園での出来事を

よくお話してくれます。先生方の日々の支えに感謝の気持ちでいっぱいです。 

松本おひさま保育園より 


